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未処理土地を吸新剤として東学屑クロマ トグラフィ-
を行ない.出光の移動性をRF他で表わした･
Lakelandsandyloam(LSLと略).Chilumsilt
loam (CSLと略),Hagerstownsiltyclayloam
(tlSCLと略)を用い通常の方法で滞屑を作った.水
で展開し,16種の毘薬について,その移動性を調べた･
どの恭剤についてもRF伯が CSLくHSCL(LSLと糊
加するのは.土地l日のイJ偽物がこのmIIに娘って行くた
めと,fiLわれろ.もし.FIl際的な規格土蛾を用いること
ができれば,RF他による分別ができる.そのような
分軌こかわるものとして本i我'Hでは,HSCLを用いた
TLCにおける RF 値で,
1)0-0.09 2)0.10-0.34 3)0.35一0.64
4)0.65一0.89 5)0.90一一1.00
のように使立上5つにわけ,21柾の出来を分獄してい
る.予.出されるように他性の除叩剤は,妃も移動性が
よく,払拭 化以化水諺;を含む薙'ldl剤がJtも移動性が恋
い. (北村火彬)
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